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１．はじめに
本稿は，ベトナムや首都の経済発展の動態
を，旧市街ハンホム通りの商業実態を例に，
ハノイ下町のストリート経済の分析から明ら
かにしようとするものである。
ハノイの中心地，旧市街にあるハンホム通
りは，近郊のハビ村から漆の木工芸職人がこ
の通りに出てきて住み着き，まず漆木工芸の
製造・販売店が並ぶ通りとなった。そこから
今，塗料販売の通りへと変遷してきた。ハン
ホム通りは，こうして歴史的な伝統文化を保
持しながら，現代の需要に対応して姿を変え
てきている。
1986年のドイモイ政策以降，ハンホム通り
では，地方からの出稼ぎ労働者を多く雇用し
てきた。地方からの労働者を受け入れるだけ
でなく，海外の塗料関連製品を輸入し，外国
籍の会社との取引もおこなって，世界のグ
ローバル化を自分たちの生活に取り込んでい
る。ハンホム通りの各店は，融通性ある連携
をおこない，グローバル化をはじめとした急
激な変化に対応している。それは結果とし
て，現代資本主義経済のなかでも，ハンホム
通りを塗料販売の通りとして確立させている
ことにつながっている。
そのことは，ハンホム通りの塗料販売店に
おける日常の商業活動を細かく分析すること
で明らかになる。これまで，ベトナムの経済
については経済学のパースペクティブで多く
論じられてきた［トラン2010，寺崎2012］。
これとは異なり，筆者は，人類学的な手法を
用いて，ハンホム通りの塗料販売店の雇用や
取引について，長く継続的なフィールドワー
クによって具体的に調査分析し考察すること
で，ドイモイ政策以降のハノイの経済発展が，
どれだけ深く大きく民衆に浸透しているかを
明らかにする。
本稿では，特にハンホム通りでの出稼ぎ労
働者の運搬労働者「チョーハン」（chở hàng）
の雇用状況を取り上げることで，ドイモイ政
策以降，都市が村の労働力を取り込んで経済
発展をしていく様態を明らかにし，ここに，
ハノイ市民経済の経済人類学的考察を提示す
る。なお，本稿で提示する資料は，すべて筆
者のフィールドワークに基づくものである。
統制が厳格なハノイで，民衆生活を詳細に調
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査し克明に描き出すことは大変困難である
が，現地の人びとの協力によって，首都ハノ
イの社会構造を描き出し，より詳細な経済人
類学のモノグラフを以下に提示した。
２．ハンホム通りの歴史的変遷
ハビ村出身者よって築かれた漆木工芸のハ
ンホム通りでは，漆塗りの木箱や鞄，家具を
製造・販売していた。しかし，1947年の抗仏
戦争による爆撃で，金銭的に余裕のある住民
らは南部や海外に脱出し，代わりにハビ村出
身者以外の民衆もこの地に住み始めた。
1986年のドイモイ政策以降，ハンホム通り
は建築ブームなどの需要の変化に合わせて，
塗料販売店へと移行した。ハビ村出身者に限
らず，抗仏戦争による空爆で元の住民が市外
や国外に出た際にハンホム通りに移住した
ニューカマーも塗料を販売する。
経済発展に伴い，都市の観光化が促進され，
ハンホム通りも変遷している。通りには，塗
料販売店が28店舗，ほかに土産物販売店が10
店舗，ホテルが４店舗，旅行代理店が２店舗，
レストラン，鶏のフォー（米麺）屋などがあ
る（図１参照）。2005年から2009年までの５
年間を例に挙げると，塗料販売から観光客相
手の土産物屋（2008年），家具販売の店から
西洋料理レストラン（2007年），ギャラリー
から土産物屋（2008年）と，商売が変化して
いる。外国人観光客相手に一気に増加した土
産物屋が次第に淘汰され，土産物屋から絵画
制作の場（2007年），旅行代理店（2007年），
中流階層から外国人観光客まで幅広い客層を
対象にした食堂（2009年）へと変わっていっ
た。通りの観光化・商売の多様化が進んでい
るだけではない。空き店舗だった店を分割し
て，２店舗の塗料販売店にしたり（2006年），
別の塗料販売店を２分割して，プラスチック
制作販売と塗料販売店（2006年）にしたあと，
そのプラスチック店を塗料販売店（2007年）
に戻したりして，実質的に塗料販売店の店舗
数が増えているのである。
2010年３月には，通り在住の50代の女性ハ
インが，自宅前の歩道を利用して自ら屋台の
鶏料理を始めたことがきっかけとなり，地域
住民が開く屋台が急増した。これにより，地
域住民だけでなく，夜にもハンホム通りに足
を運ぶ人が増えてきた。日中は，塗料を求め
る客と土産物店に入る外国人観光客，夜は，
鶏を食べにくる客で一日賑わう通りになって
いる。このように店舗の移り変わりは激しい
のである。
しかし，通りで培った人と人のつながりは
絶たれることがない。ハンホム通り８番は，
抗仏戦争時にその地を購入して以来，塗料販
売店を経営してきたが，実母の他界を機に，
2009年に廃業した。その８番を，ハンクワッ
ト通り61Ｃ番の塗料販売店が購入し，８番の
兄弟姉妹４名は，家屋を売却した代金を分け
て，それぞれがハノイ郊外に家を建てた。そ
れでも，兄弟姉妹は，頻繁にハンホム通りの
馴染みの塗料販売店を訪れて，地域交流を重
ねている。2010年２月には，この元８番の末
妹ガーが，８番から独立して経営していた塗
料販売店を廃業し，ハンホム通りから転居し
て新規事業を始めた。しかし，2013年３月，
ガーは，長女トゥイを塗料販売店61Ｃ番の長
男の元に嫁がせた。トゥイは，新たな家族と
ともに８番に住んでいる。元８番は，結婚と
いう形でハンホム通りとの縁をつなげたので
ある。
ハンホム通りの半分が観光に関連する店舗
になったとはいえ，「ペンキ街」として周知
されていて，各店舗では，塗料関連の「小売」
兼「卸売業」をおこなっている。ここで取り
扱う商品の種類は豊富である。家の壁などに
用いるペンキ，スプレー缶，車のワックス，
金城学院大学論集　人文科学編　第11巻第 2 号 2015年 3 月
― 166 ―
ガソリン，刷毛，ボンド，紙や布を染める染
料，サンドペーパー，ニスなどのほか，アセ
トン（溶剤），ニトログリセリン（膠化剤），
ポリウレタン（高機能樹脂），ニトロセルロー
ス（合成樹脂）などの各種化学物質も取り扱
う。それぞれの製造元はベトナム以外に，塗
料缶ではタイ，台湾，サンドペーパーは韓国，
日本，潤滑油はオーストラリアと，輸入商品
も取り揃えている。取り扱う商品が多国籍で
あることからも，ドイモイ政策が民衆の生活
に浸透していることが明らかである。
図１　ハンホム通りの店舗図（2009.2） 　作成：長坂康代
ハンノン通り ハンクワット通り
番地 店舗内容 番地 店舗内容
2 塗料販売 1 ホテル
4 塗料販売 3 塗料販売
6 旗製造・販売 5 塗料販売
8 塗料販売 7 塗料販売
10 理髪店 9 塗料販売
10 塗料販売 11Ａ 塗料販売
ハビ亭
12 塗料販売 11Ｂ 衣料販売
14 塗料販売 13Ａ 塗料販売
16 プラスチック広告店 13Ｂ 塗料販売
18 ホテル 15 フォー（鶏）朝・夜
20 土産（漆小物）／小児科医院 17 塗料販売
22 塗料販売 19 塗料販売
24 塗料販売 21 塗料販売
26 塗料販売 23 南部の魚醤販売
28 塗料販売 25 塗料販売
30Ａ 塗料販売 27 塗料販売
30Ｂ 塗料販売 29 ホテル
32 靴修理 ハンチー通り
34 塗料販売 床屋　バイクタクシー待機
36 塗料販売 33 フォー・粥など（鶏）
36Ｂ 塗料販売 35 土産
38 西洋レストラン（賃貸） 37 土産（漆小物・少数民族）
40Ａ 塗料販売 39 土産（漆小物・少数民族）
40Ｂ 塗料販売 41 土産（漆小物・少数民族）
42 　 43 衣料販売（観光客向き）
44 土産（漆小物） 45 土産（刺繡額）
46 ホテル 47 旅行代理店
48 塗料・仏像販売
116　みやげ（国営）
50 絵画作成・販売
52 土産（刺繡小物）
54 土産（漆小物）
56 衣料小物縫製・販売（観光客向き）
58 土産（漆製品）
60 ギャラリー（写真）
62 旅行代理店（賃貸）
ハンボン通り ハンガイ通り
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３．ハンホム通りの店舗間によるチョーハン
の雇用と共有
各塗料販売店には，店主・家族従業員のほ
かに，知人の紹介や労働者の斡旋所を通じて
雇用している販売員が数名ずついる。ハンホ
ム通りで常駐するバイクチョーハンは，全塗
料販売店で雇用する形態をとっている。店舗
同士で掛け売りをすることで互いの店舗を行
き来したり，ハンホム通り内にある宗教施設
「ハビ亭」で店主同士が交流を深めたりして，
チョーハンの共有につなげているのであるi。
そこで，次にハンホム通りの各店舗が共有す
るバイクチョーハンの労働モノグラフをみて
みよう。
３ー１．運搬を担うチョーハン ― バイク
チョーハンの労働モノグラフ１
ハンホム通りに出入りするのは，車で運搬
する車チョーハンと，バイクチョーハンであ
る。車チョーハンが必要なときは，店主が電
話で連絡して呼びだす。
ハンホム通りのバイクチョーハンは，各店
主に必ず個人名で呼ばれる。これは，チョー
ハンがハンホム通りの販売店全体に雇用され
るかたちで，地域社会のなかに密に入り込ん
でいるからであるii。
ハンホム通りのチョーハンは，各塗料販売
店で客が買った荷物を目的地まで運搬するの
が仕事である。会社相手の場合は掛け売りが
主であり，なおかつ銀行振り込みではなく直
接の現金取引である。そのため，荷物の運搬
と同時に会社から代金を受け取ってきて，塗
料販売店に手渡すこともある。つまり，塗料
販売店は，チョーハンに大金の受け取りを託
すことになるため，店主とチョーハンには信
頼関係がなければならない（写真１参照）。
ハンホム通りのバイクチョーハン労働者約
20名は，全員男性で，30代が６人，40代は11
人，50代は２人である（表１参照）。ハノイ
出身の１人を除いて全員が，ハノイ近郊のフ
ンイェン省の出身で，それぞれ知人や友人
の紹介によってハンホム通りで請負をする
チョーハンの仕事に就くようになった。フン
イェン省から出てきたチョーハンは，出稼ぎ
労働者が集まる旧市街外のフックタン地区の
安宿で寝泊りをしている。早朝の配達指定が
なければ，毎朝７時過ぎに荷物の運搬を兼ね
る自分のバイクで，ハンホム通りまで出てく
る。そして，夕方５時ごろまでハンホム通り
の路上で運搬仕事の依頼を待つことになる
（写真２参照）。1999年，バイクチョーハンの
ヒエップは，妻子をフンイェン省に残して，
友人の紹介を通してハンホム通りで働き始め
た。２人の娘は成人し，孫もできが，ヒエッ
プは平日にハンホム通りで働き，土日の２日
間帰省して，村でも仕事をしている。生活費
がかからなくなった今でもチョーハンをする
のは，村の仕事だけでは，大きな現金収入を
得られないからである。
写真１
塗料販売店14番の店舗前で，19番の店
主，14番の家族従業員，雇われ従業員，
チョーハンが集まって談話する
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チョーハンは，塗料販売店の店主や従業員
に名前を呼ばれると，その店舗前にバイクを
移動させる。そして，店主に行き先を聞き，
販売員らの指示に従って荷物をバイクに乗せ
るのだが，荷量によっては，バイクの荷台に
バランスよく積まなければいけない。そのた
め，チョーハンが荷を積む間，販売員がバイ
クのシートにまたがって，バイクが倒れない
ように手伝うこともある。バイクチョーハン
をするためには，チョーハン同士だけでなく，
従業員の協力も不可欠である。また，バイク
チョーハンは，ハンホム通りの各塗料販売店
全てとの雇用関係にあるため，孤立せずに地
域に取り込まれる。そのため，店主や販売員
が不在になりがちな早朝や昼休みに，路上で
休むチョーハンが代わって接客をすることも
ある。こうして，地域社会は築かれているの
である。
運搬用に使うバイクは，チョーハンの所有
物であるが，事故に遭遇したときの保険は一
切ない。妻子を村に残して出稼ぎに出てきて
いる彼らにとって，バイクのメンテナンスや
事故の際の補償を考慮すると，チョーハンの
仕事は決して安易な仕事ではない。しかし，
日給に換算して30,000ドン（約150円）から
70,000ドン（約350円）の販売員と異なり，
バイクチョーハンは運搬一回ごとに清算する
歩合制である。一日の給与が保障されないリ
スクもあるが，販売員より高額の収入を得る
ことができる利点もある。
表１　ハンホム通りのバイクチョーハン（2007年）　 作成：長坂康代
名前 属性 年齢 出身地 ハノイ滞在先 結婚
ヒエップ M 45 フンイェン省 フックタン 既婚
オアイン① M 48 フンイェン省 フックタン 既婚
オアイン② M 50 フンイェン省 フックタン 既婚
バック M 45 フンイェン省 フックタン 既婚
アイン M 37 フンイェン省 フックタン 既婚
タン M 38 フンイェン省 フックタン 既婚
ハーイ M 35 フンイェン省 フックタン 既婚
ハイン M 40 フンイェン省 フックタン 既婚
フン M 36 フンイェン省 フックタン 既婚
チェン M 39 フンイェン省 フックタン 既婚
ムオン M 45 フンイェン省 フックタン 既婚
ザン M 47 フンイェン省 フックタン 既婚
ボン M 48 フンイェン省 フックタン 既婚
ドゥック M 35 フンイェン省 フックタン 既婚
ヒエン M 48 フンイェン省 フックタン 既婚
クイット M 48 フンイェン省 フックタン 既婚
トゥイ M 46 フンイェン省 フックタン 既婚
チエン M 46 フンイェン省 フックタン 既婚
ザー M 52 ハノイ ハンチー通り 既婚
写真２　
塗料販売店に名前を呼ばれるまで待機する
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３ー２.　バイクチョーハンの労働モノグラフ
２
こうしたハンホム通りで荷物の運搬を待つ
バイクチョーハンが，塗料販売店に共有で雇
用されている実態を考察することで，村から
の出稼ぎ労働者の労働力によって都市経済が
成り立っていることを明らかにすることがで
きる。本稿では，首都ハノイの経済状況と社
会状況を詳細に描く経済人類学のモノグラフ
を表化する。
そこで，まず，チョーハン側からみた資料
を提示しよう。筆者は，これまで３人（オア
イン①，ヒエップ，フオン）のバイクチョー
ハンの労働実態を詳細に調査した。それをま
とめた一部が2009年２月６日から２月15日ま
での10日間の仕事量（表２・表３・表４）で
ある。フオンは14番の店主ガーの店で販売員
をしていたが，結婚を機に，より収入を得ら
れるチョーハンの仕事を自ら選んで転職し
た。一旦故郷のナムディン省に帰って運搬用
の中古バイクの用意をして，2007年９月末に
バイクチョーハンになった。その後，新規
事業で人手が欲しかったガーは，フオンを
チョーハンから，新事業の営業職に抜擢して
いる。このように出稼ぎ労働者も都市社会
に包摂されることは，都市労働者としての
ファーストステップにもなり，これを通じて
異なるチャンスにつながり得るのである。
2009年１月26日が旧正月であったため，フ
オンとヒエップは９日まで帰省しており，ハ
ンホム通りでの仕事は休んでいた。３人の
チョーハンの運搬先は，ハノイ市内の各区の
ほか，ハノイの南部に位置するハドン（現ハ
ノイ），ハタイ省（現ハノイ），北部のバック
ニン省といった遠隔地や会社，市場，船着場
など，客の求めに応じて多岐にわたって配達
している。
チョーハンは，販売店に頼まれた荷物をバ
イクに乗せて目的地へ運ぶ（写真３参照）。
運搬を終えて販売店に戻ると，販売店から直
接現金で運搬代を受け取る。これは，販売店
が客から運搬代として受け取っている代金す
べてであり，店はそれらに関する手数料を一
切取っていない。ここに，販売店とチョーハ
ンの信頼関係が成り立っていることが明らか
である。
そして，その代金の受け渡しのあと，その
場で店主からチョーハンに運搬代が支払われ
る。この運搬代は，距離や荷量によって異な
る。ハノイ市内は20,000ドンから，ハドンは
50,000ドン，旧ハタイ省は60,000ドン，バッ
クニン省は50,000ドンから60,000ドン程度，
フンイェン省は80,000ドン，タイグエン省は
120,000ドンが相場である（2009年時点）。こ
のように，ハノイからの距離に比例して代金
が高くなる。
以下，表２に沿って分析すると，チョーハ
ンのオアインは，２月６日にハンホム通り14
番からの依頼で，ハノイ市内のスアンディン
まで配達をして，14番から40,000ドンを受け
取っている。７日は14番の依頼でロンビエン，
２番の依頼でザップバット，また14番の依
頼でスアンディンまで配達に行き，この日は
100,000ドンの収入になった。８日は，７番・
４番・14番・22番の４店舗から依頼されて仕
事をしている。９日は，７番・14番・９番の３
店舗，10日は26番・８番・22番の３店舗であっ
たが，22番には２回運搬を頼まれ，のべ４回
仕事をしている。11日は２番・７番・17番・
10番の４店舗，12日は９番・３番・７番の３
店舗，13日は14番・22番・11番の３店舗，14
日は２番・13番・14番・17番の４店舗，15日
は７番・８番・２番・17番の４店舗であった。
オアインは，この10日間で全33回の仕事を
受けた。この間に受け取った総額は1,190,000
ドンである。２月10日に26番に頼まれたバッ
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表２　バイクチョーハン・オアイン（2009.2.6 ～ 2.28）　 作成：長坂康代
番号 日付 依頼店 回数 行き先 受取額
1 2/6 14 1 スアンディン 40,000 
2 2/7 14 1 ロンビエン 20,000 
3 　 2 1 ザップバット 40,000 
4 　 14 1 スアンディン 40,000 
5 2/8 7 1 ザップバット 40,000 
6 　 4 1 ヌオックガム 35,000 
7 　 14 1 スアンラー，スアンディン 40,000 
8 　 22 1 ザップバット 40,000 
9 2/9 7 1 ザーラム 35,000 
10 　 14 1 ハドン 60,000 
11 　 9 1 バッチャン 60,000 
12 2/10 26 1 バックニン 100,000 
13 　 8 1 グエントゥアン 40,000 
14 　 22 1 トゥオックバック 10,000 
15 　 22 1 ドンスアン，ロンビエン 20,000 
16 2/11 2 1 ザップバット 40,000 
17 　 7 1 カットソーイ 20,000 
18 　 17 1 トゥオックバック 15,000 
19 　 10 1 ザーラム 40,000 
20 2/12 9 1 ロンビエン 20,000 
21 　 3 1 ザーラム 35,000 
22 　 7 1 バッチャン 80,000 
23 2/13 14 1 ハドン 60,000 
24 　 22 1 タイホー 30,000 
25 　 11 1 ゾイ市場 35,000 
26 2/14 2 1 カットソーイ 20,000 
27 　 13 1 ザップバット 35,000 
28 　 14 1 ザーラム 35,000 
29 　 17 1 トゥオックバック 10,000 
30 2/15 7 1 バーチエウ 20,000 
31 　 8 1 ヌオックガム 40,000 
32 　 2 1 ドンスアン 20,000 
33 　 17 1 ロンビエン 15,000 
34 2/16 ～ 19 休み
35 2/20 14 1 バックマイ 35,000 
36 　 12 1 ヌオックガム 40,000 
37 　 3 1 ルオンイェン 25,000 
38 　 5 1 ブオイ 40,000 
39 2/21 9 1 ザーラム 35,000 
40 　 7 1 ヴァンディエン 45,000 
41 2/22 13 1 ヌオックガム 40,000 
42 　 4 1 トゥーリエム 55,000 
43 　 17 1 ドンスアン 15,000 
44 　 7 1 ヴァンディエン 40,000 
45 　 22 1 ゾイ市場 30,000 
46 　 17 1 フエ 15,000 
47 2/24 ～ 26 休み
48 2/27 9 1 ヴァンザイ 100,000 
49 　 3 1 ザーラム 30,000 
50 　 13 1 ゴックラム 30,000 
51 2/28 14 1 ハドン 60,000 
52 　 9 1 ミーディン 80,000 
53 　 26 1 コウザイ 50,000 
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クニン省までの運搬が100,000ドンで最高額
であった。また，一回の平均額が約36,000ド
ンであった。オアインを雇用した店は全13店
舗で，２番が４回，３番が１回，４番が１回，
７ 番が５回，８ 番が２回，９番が２回，10 
番が１回，11番が１回，14番が７回，13番が
１回，17番が３回，22番が４回，26 番が１
回依頼している。ここから，ハンホム通りの
多くの店舗が，１人のチョーハンを雇用して
いることがわかる。このように，多くの店が
多くのチョーハンを雇い合っているのである。
以下，表３に沿って分析すると，チョーハ
ンのヒエップは，２月６日から９日までテト
（旧正月）の休みを取り，10日からハンホム
通りで仕事を再開した。10日は，26番・17番・
９番の３店舗で，26 番の仕事では，ハノイ
港とハンホム通りを５往復している。11日は
９番・26番・22番の３店舗，12日は26 番が
２回，９番・17番の２店舗で計４回の仕事が
あった。13日は26番・13番・17番の３店舗，
14日は４番・８番・26番の３店舗，15日は14
番・17番・40番の３店舗が依頼している。６
日間で全19回の仕事があり，総額は840,000
ドン，一回の平均額は約44,000ドンであった。
２月10日に26番が５往復で100,000ドン，２
月13日は13番に依頼されてハドンに２往復し
ており，100,000ドンという高額を受け取っ
ている。９店舗で，４番１回，８番１回，９
番３回，14番１回，13番１回，17番４回，22
番１回，26 番６回，40番１回であった。ヒエッ
プのように，出稼ぎ労働者が都市で信用され
ると，販売店は，車チョーハンを使えば１回
で済むこともバイクチョーハンに任せる。店
主はその人に稼ぐチャンスを与えようとす
る。逆にいえば，バイクチョーハンは販売店
の信用を得れば，いくらでも現金収入を得る
チャンスが巡ってくるのである。
以下，表４に沿って分析すると，チョーハ
ンのフオンもヒエップ同様，２月９日までテ
ト休みであったため，10日から仕事を再開し
ている。10日は，７番・13番・９番・17番の
４店舗，11日は14番の２回と11番・７番の３
回，12日は14番・17番・８番の３店舗，13日
は２番・17番・７番・９番の４店舗，14日
は14番が３回依頼し，15日は７番・９番・
14番・17番の３店舗が依頼している。フオ
ンも６日間で全22回の仕事があり，総額は
795,000ドン，一回の平均額は，約36,000ドン
であった。８店舗で，２番１回，７番４回，
８番１回，９番３回，11番１回，14番７回，
13番１回，17番４回と依頼している。14番で
販売員をしていたフォンは，2007年９月から
バイクチョーハンになったが，やはり14番か
らの運搬を多く頼まれている。フオンは，ほ
かの７店からも依頼されて仕事を受けてい
る。運搬回数や一回の平均金額をみても，14
番での雇用だけにとどまらず，経済的にみて
も他のベテランのチョーハンとほぼ同等に仕
事をして金銭を得ていることもわかる。この
ように，店舗ＡとチョーハンＢは，特別な信
頼関係を築くことがわかる。都市民の信頼を
得られれば，出稼ぎ労働者は生き延びること
ができるのである。
ここに挙げた全14店舗が，一日のうちで
チョーハン３人をどれぐらい重複して使って
いるかをみてみると，２月10日は26番がオア
イン・ヒエップ，17番がヒエップ・フオン，
11日は７番がオアイン・フオン，12日は９番
がオアイン・ヒエップ，17番がヒエップ・フ
オン，13日は17番がヒエップ・フオン，14日
は14番がオアイン・フオン，15日は７番がオ
アイン・フオン，17番はオアイン・ヒエッ
プ・フオンの３人を雇用していた。元販売員
で現チョーハンのフオンは，馴染みの店の運
搬を多く頼まれるiii。しかし，他店舗の運搬
も幅広く受けていて，塗料販売の各店舗は各
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表３　バイクチョーハン・ヒエップ（2009.2.6 ～ 2009.2.28）　 作成：長坂康代
番号 日付 依頼店 回数 行き先 受取額
1 2/6 ～ 9 休み
2 2/10 26 5 ハノイ港 100,000 
3 　 17 1 ザップバット 40,000 
4 　 9 1 ルオンイェン 30,000 
5 2/11 9 1 ヴァンディエン 40,000 
6 　 26 1 ハノイ港 30,000 
7 　 22 1 ザーラム 40,000 
8 2/12 26 1 ハノイ港 30,000 
9 　 26 1 ゾイ市場 30,000 
10 　 9 1 ロドゥック 25,000 
11 　 17 1 ローゼン 10,000 
12 2/13 26 1 ザーラム 35,000 
13 　 13 2 ハドン 100,000 
14 　 17 1 トゥオックバック 10,000 
15 2/14 4 1 バッチャン 60,000 
16 　 8 1 コウザイ 40,000 
17 　 26 2 ロンビエン 40,000 
18 2/15 14 1 ザップバット 40,000 
19 　 17 1 ハドン 60,000 
20 　 40 1 ハタイ 80,000 
21 2/16 26 2 ハノイ港 40,000 
22 　 22 1 ヴァンホー 35,000 
23 　 14 2 ロンビエン 40,000 
24 　 8 1 ドンスアン 20,000 
25 2/17 26 3 ハノイ港 60,000 
26 　 9 1 カットソーイ 20,000 
27 　 14 1 スアンディン 40,000 
28 　 17 1 トゥオックバック 10,000 
29 2/18 14 1 ヴァンディエン 40,000 
30 　 26 1 ヴァンザイ 80,000 
31 　 17 3 ザーラム 120,000 
32 2/19 26 2 ハノイ港 60,000 
33 　 17 1 ザップバット 65,000 
34 　 22 1 バックマイ 30,000 
35 2/20 2 1 トゥーソン 80,000 
36 　 22 1 トゥーリエム 50,000 
37 　 　 1 トゥオックバック 10,000 
38 2/21 14 1 スアンディン 40,000 
39 　 19 1 コウディエン 50,000 
40 　 4 1 ザップバット 40,000 
41 　 17 1 トゥオックバック 10,000 
42 2/22 14 1 ザーラム 35,000 
43 　 14 1 ボーデー 40,000 
44 　 26 3 ハノイ港 60,000 
45 　 22 1 ハドン 60,000 
46 2/23 ～ 26 休み
47 2/27 26 2 ハノイ港 40,000 
48 　 9 1 ザーラム 30,000 
49 　 17 1 ハドン 50,000 
50 　 22 1 トゥオックバック 10,000 
51 2/28 14 1 スアンディン 40,000 
52 　 8 1 ラースイェン 60,000 
53 　 17 1 ゾイ市場 30,000 
54 　 26 1 ザーラム 40,000 
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表４　バイクチョーハン・フオン（2009.2.6 ～ 2009.2.28）　 作成：長坂康代
番号 日付 依頼店 回数 行き先 受取額
1 2/6 ～ 9 休み
2 2/10 7 1 ザップバット 40,000 
3 　 13 1 ザップバット 40,000 
4 　 9 1 トゥオックバック 10,000 
5 　 17 1 ドンスアン 15,000 
6 2/11 14 1 ヴァンディエン 50,000 
7 　 14 1 ハドン 60,000 
8 　 14 1 スアンディン 40,000 
9 　 7 1 コウザイ 40,000 
10 2/12 14 1 スアンディン 40,000 
11 　 17 1 カットソーイ 30,000 
12 　 8 1 ハドン 60,000 
13 2/13 2 1 ザーラム 40,000 
14 　 17 1 バッチャン 60,000 
15 　 7 1 カットソーイ 20,000 
16 　 9 1 トゥオックバック 10,000 
17 2/14 14 1 ヴァンディエン 30,000 
18 　 14 1 ザップバット 40,000 
19 　 14 1 スアンディン 40,000 
20 2/15 7 1 バックマイ 30,000 
21 　 9 1 ミーディン 60,000 
22 　 14 1 ザーラム 30,000 
23 　 17 1 トゥオックバック 10,000 
24 2/16 9 1 ハドン 60,000 
25 　 14 1 トゥーソン 80,000 
26 　 14 1 ロンビエン 15,000 
27 2/17 30 1 ミーディン 80,000 
28 　 26 1 ゾーイ市場 30,000 
29 　 14 1 モー市場 35,000 
30 　 8 1 ロンビエン 20,000 
31 2/18 14 1 ザーラム 30,000 
32 　 26 1 ハノイ港 20,000 
33 　 28 1 ルオンイェン 25,000 
34 　 3 1 ミーディン 80,000 
35 2/19 9 1 ダイコーヴィエット 40,000 
36 　 14 1 バックマイ 30,000 
37 　 22 1 ミーディン 80,000 
38 2/20 14 1 スアンディン 80,000 
39 　 26 1 ハノイ港 20,000 
40 　 7 1 カットソーイ 20,000 
41 2/21 28 1 ミーディン 80,000 
42 　 14 1 ヴァンディエン 40,000 
43 　 14 1 ロンビエン 20,000 
44 2/22 9 1 ヴァンディエン 40,000 
45 　 13 1 ヴァンホー 40,000 
46 　 4 1 タイホー 35,000 
47 　 14 1 ロンビエン 20,000 
48 2/23 休み
49 2/24 4 1 タイソン 35,000 
50 　 2 1 ザップバット 40,000 
51 　 7 1 カットソーイ 20,000 
52 　 14 1 スアンディン 40,000 
53 2/25 2 1 フォーノイ 150,000 
54 　 7 1 カットリン 30,000 
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チョーハンを共有して雇用していることがわ
かる。一人のチョーハンに極端に偏らず，よ
り多くのチョーハンの労働を活用しているの
である。
また，表２，表３，表４を通して，運搬
回数と目的地をみてみよう。オアインは，
2009年２月６日から2月28日の間に，15日間
で51回運搬をしているが，ハノイ郊外へは，
30kmのバックニン省が１回あった（表２・
番号12）。フオンは，18日間で64回運搬して
いる。ヒエップは，15日間で52回，のべ68回
運搬をしている。なかには，２往復が６回（表
３・番号13，17，21，23，47），３往復が３
回（表３・番号25，31，44），５往復が１回あっ
た（表３・番号２）。荷量が多い場合，ヒエッ
プのようにハンホム通りと依頼先を何往復も
することがあるが，運搬先はハノイ市内およ
びその近隣省が多いことがわかる。
３ー３.　14番でのチョーハンの雇用状況
次に，販売店側からみたチョーハンの雇用
状況の一部の資料を提示しよう。14番側での
運搬依頼の状況を分析することで，ドイモイ
政策以降の経済発展とそれに関わる出稼ぎ労
働者の都市経済への貢献について，より一層
明らかになる（表５参照）。
チョーハンの運搬先は，ハノイ中心地，郊
外のハドン，ザーラム，旧ハタイ省，バック
ニン省，ハイフォン港，フンイェン省，クア
ンニン省の会社，市場，船着場など多岐にわ
たる。荷の種類や量によっては，ハンホム通
りの塗料販売店は他店舗と協同して，旧市街
内で車のチョーハンを調達することもある。
例えば，2008年10月１日から７日までの
７日間をみると，バイクチョーハンを５人
（ムオン・フオン・オアイン・ヒエップ・ボ
ン），車チョーハンを３人（フン・フイ・タ
ン）使って，合計18回，配達の依頼をして
いる。10月１日に，14番は，車チョーハン
のフンにザーラムへの一往復の配達を頼み，
100,000ドンを支払っている。バイクチョー
ハンのムオンに対しては，ハノイ市内のド
ンスアン市場へ一往復で20,000ドンを支払っ
ている。バイクチョーハンのフオンに対し
ても，ロンビエン地区15,000ドンを支払って
いる。２日は２件で，バイクチョーハンの
オアインはバックマイ地区30,000ドン，フオ
ンはハドン地区100,000ドンであった。３日
も２件で，車チョーハンのフイは，ハノイ
北部へ約200kmの距離のクアンニン省への
運搬で250,000ドン，車チョーハンのフンは
旧ハタイ省900,000ドンであった。３日は２
件で，車チョーハンのフイがクアンニン省
250,000ドン，フンが旧ハタイ省900,000ドン
であった。４日は３件で，バイクチョーハ
ンのヒエップがバッチャン村70,000ドン，フ
オンがフンイェン省150,000ドン，車チョー
ハンのタンがロンビエン地区70,000ドンで
55 　 9 1 トゥオックバック 10,000 
56 2/26 14 1 ヴァンディエン 40,000 
57 　 14 1 バックマイ 35,000 
58 　 9 1 フエ 20,000 
59 　 8 1 ハドン 60,000 
60 2/27 14 1 ロンビエン 15,000 
61 　 14 1 カットリン 20,000 
62 　 2 1 トゥーソン 80,000 
63 2/28 17 1 キンマー 35,000 
64 　 13 1 ゴックハイン 40,000 
65 　 4 1 カットソーイ 20,000 
66 　 14 1 ヴァンディエン 40,000 
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表５　14番の雇用状況（2008.9.27 ～ 2008.10.28）　 作成：長坂康代
番号 日付 依頼先 車両 回数 行き先 支払金額
1 9/27 フン 車 1 ダンフオン 250,000 
2 　 ヒエップ バイク 1 ザーラム 40,000 
3 　 フオン バイク 1 バックマイ 30,000 
4 9/28 ハイ 車 1 ハドン 180,000 
5 　 タン 車 1 バイダー 70,000 
6 9/29 ヒエップ バイク 1 グエントゥアン 40,000 
7 　 フオン バイク 1 コウザイ 40,000 
8 　 フオン バイク 1 ザーラム 40,000 
9 9/30 ボン バイク 1 グエントゥアン 40,000 
10 　 フオン バイク 1 ザーラム 20,000 
11 　 フイ 車 1 ハドン 150,000 
12 10/1 フン 車 1 ザーラム 100,000 
13 　 ムオン バイク 1 ドンスアン 20,000 
14 　 フオン バイク 1 ロンビエン 15,000 
15 10/2 オアイン バイク 1 バックマイ 30,000 
16 　 フオン バイク 1 ハドン 100,000 
17 10/3 フイ 車 1 クアンニン 250,000 
18 　 フン 車 1 ハタイ 900,000 
19 10/4 ヒエップ バイク 1 バッチャン 70,000 
20 　 フオン バイク 1 フンイェン 150,000 
21 　 タン 車 1 ロンビエン 70,000 
22 10/5 ヒエップ バイク 1 バックマイ 60,000 
23 　 フオン バイク 1 ザップバット 40,000 
24 10/6 オアイン バイク 1 ザップバット 40,000 
25 　 フオン バイク 1 タンロン港 60,000 
26 　 ヒエップ バイク 1 コウザイ 45,000 
27 10/7 ボン バイク 1 ヌオックガム 45,000 
28 　 ムオン バイク 1 コウディエン 60,000 
29 　 フイ 車 1 ハドン 150,000 
30 10/8 トゥアン 車 1 ハタイ 250,000 
31 　 フイ 車 1 フックタン 80,000 
32 　 フオン バイク 2 ブオイ 40,000 
33 10/9 ヒエップ バイク 1 ルオンイェン 50,000 
34 　 ムオン バイク 1 ザップバット 40,000 
35 10/10 フオン バイク 1 バッチャン 80,000 
36 　 フオン バイク 1 ザーラム 35,000 
37 　 フオン バイク 1 ロンビエン 20,000 
38 10/11 フイ 車 1 ケー 250,000 
39 　 フオン バイク 1 スアンディン 80,000 
40 10/12 トゥアン 車 1 クアンニン 900,000 
41 　 ダーム 車 1 ハドン 200,000 
42 10/13 フイ 車 1 スタックチー 180,000 
43 　 ヒエップ バイク 1 ハドン 150,000 
44 　 フオン バイク 1 ザーラム 40,000 
45 10/14 ムオン バイク 1 ザップバット 40,000 
46 　 チェン バイク 1 ザップバット 40,000 
47 　 フオン バイク 1 ザーラム 40,000 
48 10/15 ヒエップ バイク 1 バックザン 150,000 
49 　 フオン バイク 1 ヌオックガム 40,000 
50 　 クアン バイク 1 ルオンイェン 30,000 
51 　 フイ 車 1 チャンハインドゥ 80,000 
52 10/16 フオン バイク 1 ヴァンディエン 50,000 
53 　 ヒエップ バイク 1 コウディエン 80,000 
54 　 フイ 車 1 カットソーイ 80,000 
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あった。５日は２件で，ヒエップがバックマ
イ地区60,000ドン，フオンがザップバット通
り40,000ドンであった。６日は３件で，オア
インがザップバット通り40,000ドンと，タン
ロン橋60,000ドン，ヒエップがコウザイ地区
45,000ドンであった。７日も３件で，バイク
チョーハンのボンがハイバーチュン地区のヌ
オックガム45,000ドン，ムオンがコウディエ
ン60,000ドン，車チョーハンのフイが旧ハド
ン省150,000ドンであった。
９月27日から10月28日までの約１か月でみ
ると，塗料販売店14番は，全85回の運搬を
依頼している。うち24回が車チョーハンで，
残り61回はハンホム通りで待機するバイク
チョーハンである。通常はバイクチョーハン
が運搬を担うが，搬出する荷量が多かったり，
ドラム缶を多く運搬したりするなどバイクで
は運搬が不可能な場合は，車チョーハンに電
話をかけて依頼する。車チョーハンに支払う
800,000ドン（表５・58），900,000ドン（表５・
番号40）という金額から，その運搬量が推察
することができる。10月15日，バイクチョー
ハンのヒエップにベトナム北部のバックザン
省まで往復させている（表５・番号48）。塗
料販売店側からみても，ハンホム通りで待機
するチョーハンを出来る限り使い，各チョー
ハンを幅広く雇用していることがわかる。こ
こからも，都市の経済発展を，バイクチョー
ハン，つまり村の労働力が支えている構造が
みてとれるのである。
55 　 タン 車 1 ヴァンディエン 150,000 
56 10/17 フオン バイク 1 ヴァンザン 120,000 
57 　 フオン バイク 1 ドンスアン 15,000 
58 10/18 フン 車 1 ハイフォン 800,000 
59 10/19 フオン バイク 1 ニョン 80,000 
60 　 ヒエップ バイク 1 ザーラム 40,000 
61 　 ムオン バイク 1 ザップバット 40,000 
62 10/20 ハイン バイク 1 ザップバット 35,000 
63 　 クアン バイク 1 ヌオックガム 40,000 
64 　 フオン バイク 1 スアンラー 60,000 
65 10/21 フオン バイク 1 ザーラム 40,000 
66 　 フオン バイク 1 コーカー 80,000 
67 　 ヒエップ バイク 1 バックマイ 35,000 
68 10/22 ムオン バイク 1 ザーラム 40,000 
69 　 チェン バイク 1 ハドン 60,000 
70 　 フオン バイク 1 ミンカイ 70,000 
71 　 ヒエップ バイク 1 ロンビエン 15,000 
72 10/23 ハイン バイク 1 コウザイ 50,000 
73 　 フイ バイク 1 コウディエン 190,000 
74 　 クアン バイク 1 ドンスアン 15,000 
75 10/24 トゥアン 車 1 クアンニン 90,000 
76 　 フイ 車 1 カットソーイ 80,000 
77 10/26 チェン バイク 1 ザーラム 40,000 
78 　 ムオン バイク 1 ロンビエン 15,000 
79 　 ヒエップ バイク 1 コウドン 15,000 
80 　 フイ 車 1 ロンビエン 70,000 
81 10/27 クイン 車 1 ハイフォン 900,000 
82 　 フイ 車 1 バッチャン 120,000 
83 　 フオン バイク 1 ザップバット 40,000 
84 　 ヒエップ バイク 1 トゥーリエム 80,000 
85 10/28 ヒエップ バイク 1 ヌオックガム 40,000 
86 　 フオン バイク 1 ザップバット 40,000 
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ベトナム首都ハノイの運搬と流通をめぐる経済人類学（長坂　康代）
４．むすび
ハンホム通りはドイモイ政策による経済発
展に伴う観光化によって商売や店の形態が変
化している。それでも現在も「ペンキ街」と
して周知されるハンホム通りでは，年々多国
籍の商品の取り扱いを増やし，通りの歴史・
伝統文化が生かされた経済活動をおこなって
いる。
ハンホム通りのバイクチョーハンの大半
は，ハノイ近郊のフンイェン省の村からの出
稼ぎ労働者である。彼らは，知人や友人の紹
介といった私的なネットワークでチョーハン
になっている。ハンホム通りの塗料販売店は，
チョーハンを通りで共有している。販売店は，
客から荷の運搬を依頼されると，チョーハン
に荷物を確実に客の目的地まで届けることを
託す。チョーハンの利用代も客から仮受けす
るが，販売店は手数料を取らずにチョーハン
にその代金を手渡す。このような信用の上に
成り立つ形態でのチョーハンの雇用は，まさ
に都市社会で民衆が築いてきた信頼のネット
ワークによるものである。
国の経済開放政策が，都市民衆の創意工夫
によって街の経済発展，ひいては村の経済に
まで浸透している。つまり，都市民衆は世界
のグローバリゼーションをうまく取り込み，
都市と村落を結びつけ，都市経済を発展させ
ているのである。これは，ドイモイが村にも
浸透しているともいえるし，都市経済が村の
労働力によって成り立っているといえるので
ある。都市経済こそ，既存のコミュニティを
活かしながら，地域を活性化させなければな
らないのである。
民衆生活に視点をおいて，民衆生活の中か
らでもドイモイ政策以降の経済発展を明らか
にすることができる。ここに経済学だけではな
い，ストリートの商業実践に参与・考察する
人類学分析としての本論の意味がある。都市
労働の経済人類学によって，ある一通りの出
稼ぎ労働者の労働状況からでも，経済の資本
主義化の実態や，トップダウンの施策を受け
入れざるを得ない矛盾や急激な社会変化に直
面しつつも，都市の伝統文化が経済開放を取
り込んで街の文化を維持しながら発展してい
ることを明らかにすることができるのである。
写真３
荷物を積み次第，目的地に向けて出発する
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付記
14番の店主ガー，販売員リュエン，チョーハン
のオアイン，ヒエップ，フオンには，多大な調査
協力を得た。販売員とチョーハン４名は，みな出
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稼ぎ労働者である。彼らの日々の地道な労働，ミ
クロな地べた経済からも，ハノイのマクロな経済
発展の現状を明らかにすることが可能になった。
ここに記して再度謝意をあらわしたい。
注
i　ハビ亭については，別稿を参照のこと。
ii　たとえば，通りを歩く物売りは，客から売り
物の名前で呼びとめられる。旧市街外にある卸
売中央市場では，運搬する天秤担ぎは「ガイン」
（gánh，担ぐ），リヤカー引きは「セーダーイ」（xê 
đải，荷台）という代名詞で呼ばれるのが通常で，
名前で呼ばれるのは，市場で長く勤めて信用が
あり，運搬を依頼する顧客がいる者だけである。
ii　元雇用主14番は，フオンを多く雇用している。
（表４・,7,8,10,17,18,19,22,25,26,29,31,36,38,42,43,
47,52,56,57,60,61,66）
